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道路-９-１ 

１．事業の概要 

（１）国道 210 号の概要 

国道 210 号は、福岡県久留米市を起点とし、うきは市、日田市、玖珠町、九重町、由布

市を経て大分市に至る延長約 130km の主要幹線道路であり、高規格幹線道路の九州横断

自動車道・長崎大分線と連携及び補完し、日田玖珠、大分の生活圏の社会・経済・文化・産

業の振興を図る上で重要な路線である。 

   

 

▲国道 210 号の位置図 

N



道路-９-２ 

 

（２）日田バイパスの概要 

 

①事業概要・目的 

日田市街地部の国道 210 号(現道)は幅員が狭小のうえ、沿道には一般住宅のほか郊外

型店舗の立地により交通が輻輳し、朝夕の交通混雑や大型車の通行規制区間を有するなど

の問題を抱えていた。 

国道 210 号日田バイパスは、日田市街地における国道 210 号の交通混雑の緩和や交

通安全性の向上を目的とし、昭和 52 年度に事業化を行い、平成１７年度に全線 2 車線

で供用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲日田バイパスの位置図 

N

日田バイパス 

▲日田バイパスの整備状況 

■交通量  

供用後(H22) ：12,034 台/日 

■交通量  

供用前(H2)  ：18,292 台/日 

供用後(H18) ： 9,289 台/日 

■交通量  

供用後(H18) ：5,788 台/日 



道路-９-３ 

 

②道路の諸元 

 

起点 日田市
ひ た し

大字
おおあざ

石井
いしい

 
区間 

終点 日田市
ひ た し

大字
おおあざ

日高
ひだか

 

延長 L=5.3km 

幅員 W=16.0m 

車線数 2 車線 

構造規格 第 3 種第 2 級 構造諸元 

設計速度 V=60km/h 

 

 

③標準横断図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



道路-９-４ 

（３）日田バイパスの位置づけ 

日田市街地部における国道 210 号(現道)は、国道 212 号及び国道 386 号などの幹線

道路が放射型に結節し、大分自動車道(日田 IC)も近接していることから交通が集中する状

況にある。 

日田バイパスに平行する国道 210 号(現道)の混雑度は、全区間で 1.0 を超え、元町交

差点東側断面では 1.83 であった。 

日田バイパスは、日田市街地部の交通混雑の緩和および交通安全性の向上などを目的と

して、平成 17 年 12 月に 2 車線で完成供用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）事業の経緯 

時 期 日田バイパスの事業経緯 
九州横断自動車道長崎大分線 

及び関連事業の経緯 

昭和 52 年度 事業化 － 

昭和 58 年度 都市計画決定(S58.6.28) － 

昭和 62 年度 用地買収着手 国道 212 号玉川バイパスの供用 

昭和 63 年度 工事着手 － 

平成元年度 埋蔵文化財調査（高瀬遺跡） － 

平成 2 年度 埋蔵文化財調査（陣ヶ原遺跡、上野第 1 遺跡） － 

平成 3 年度 埋蔵文化財調査（大部遺跡） － 

平成 4 年度 埋蔵文化財調査（上野第 1 遺跡） － 

平成 5 年度 
高瀬～日高間の部分供用(L=3.1km) 

埋蔵文化財調査（上野第 1 遺跡） 
国道 212 号バイパスの供用 

平成 6 年度 － 日田 IC～玖珠 IC 間の 2 車線供用 

平成 9 年度 埋蔵文化財調査（寺内遺跡） － 

平成 10 年度 － 杷木 IC～日田 IC 間の 4 車線化 

平成 11 年度 － 日田 IC～玖珠 IC 間の 4 車線化 

平成 12 年度 埋蔵文化財調査（上野第 1 遺跡） － 

平成 13 年度 埋蔵文化財調査（上野第２遺跡） － 

平成 17 年度 
石井～高瀬間の供用(L=2.2km)  

【全線 2 車線完成供用】 
－ 

▲日田バイパス供用前の国道 210 号(現道)の混雑度 

N

元町 
交差点 混雑度

1.83



道路-９-５ 

２．前回評価時からの事業計画の変化 
 

①前回評価時との比較 

 前回評価（H14） 今回評価（H22） 

整備内容 平成 18 年度全線供用目標 平成 17 年度全線供用 

事業延長 5.3km 5.3km 

事業費 

(現在価値化後) 

約 208 億円 

(267 億円) 

約 213 億円 

(329 億円) 

交通量 13,700 台/日(H32) 
3,600～11,200 台/日(H42) 

(H22 実測交通量：12,034 台/日) 

Ｂ／Ｃ 

  

※（ ）書き上段：現在価値化後の便益、下段：現在価値化後のコスト 

 

②事業費増額の理由 

変更項目 増減 理由 

事業費 ＋約 5 億円 水路・市道の付け替え、地盤・法面対策に伴う増 

 

 

 

 

３.２ ＝ 
893 億円

276 億円
１.９ ＝ 

697 億円 

362 億円 



道路-９-６ 

３．社会情勢の変化 
 

（１）市町村合併 

・大分県では、平成 17 年以降、市町村合併により 58 市町村(11 市 36 町 11 村）から 18

市町村(14 市 3 町 1 村)へ大幅に減少している。日田バイパスは、この中の日田市に位置す

る道路である。 

・日田市は、平成 17 年 3 月に日田郡
ひ た ぐ ん

天瀬町
あまがせまち

、大山町
おおやままち

、前津江村
ま え つ え む ら

、中津江村
な か つ え む ら

、上津江村
か み つ え む ら

の 2

町 3 村を編入し、誕生した都市である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

▲市町村合併の状況 

    

日田バイパス 
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（２）人口動向 

①人口 

沿線地域(日田市、玖珠町、うきは市)の人口は、事業化時(S52)から減少傾向であり、

完成供用後(H17)も減少傾向である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②高齢化率 

沿線地域の高齢化率は、事業化時(S52)から増加傾向であり、完成供用後(H17)も増加

傾向である。また、福岡県及び大分県の高齢化率と比べると高水準の状況にある。 

 

 

 

 

 

 

 

ｄ

28.2

21.9

26.5

11.3

19.8

8.3

24.2
26.2

10.6

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

S50 S55 S60 H2 H7 H12 Ｈ17 Ｈ21

沿線地域
福岡県
大分県

（％）

11.8

28.2
26.5

11.0

28.3

11.3

30.0

27.1
25.5

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

S50 S55 S60 H2 H7 H12 Ｈ17 Ｈ21

日田市
玖珠町
うきは市

（％） 完成供用（H17）事業化（S52） 完成供用（H17） 事業化（S52）

高齢社会（１４％） 高齢社会（１４％）

単位：千人

S50 S55 S60 H2 H7 H12 Ｈ17 H21

日田市 9 10 11 13 16 18 20 20

玖珠町 3 3 3 4 4 5 5 5

うきは市 4 5 5 6 7 8 8 9

計 16 18 19 23 27 31 33 34

126 144 164 191 229 266 293 316

355 426 499 598 729 870 998 1,103

単位：％

S50 S55 S60 H2 H7 H12 Ｈ17 H21

日田市 11.0 12.2 13.7 16.5 20.1 23.7 26.5 28.2

玖珠町 11.3 12.4 14.6 17.5 21.9 25.9 28.3 30.0

うきは市 11.8 13.2 14.4 16.5 20.0 23.0 25.5 27.1

計 11.3 12.5 14.0 16.7 20.4 23.8 26.5 28.2

10.6 11.7 13.1 15.5 18.6 21.8 24.2 26.2

8.3 9.4 10.6 12.4 14.8 17.4 19.8 21.9

65歳以上

沿
線
地
域

福岡県

大分県

高齢化率

沿
線
地
域

大分県

福岡県

単位：千人

S50 S55 S60 H2 H7 H12 Ｈ17 H21

日田市 84 84 84 82 80 77 74 72

玖珠町 22 23 22 21 20 19 18 18

うきは市 36 37 37 36 35 34 33 33

計 142 144 143 139 135 130 125 123

1,190 1,229 1,250 1,237 1,231 1,221 1,210 1,207

4,293 4,553 4,719 4,811 4,933 5,016 5,050 5,039福岡県

大分県

人口

沿
線
地
域

0.70

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

S50 S55 S60 H2 H7 H12 Ｈ17 Ｈ21

沿線地域
福岡県
大分県

1.17

（伸び率）

1.00

0.70

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

S50 S55 S60 H2 H7 H12 Ｈ17 Ｈ21

日田市
玖珠町
うきは市

1.00

（伸び率） 完成供用（H17）

0.86

1.01

事業化（S52） 完成供用（H17）

0.89

0.80

0.87

事業化（S52）

出典：国勢調査(総務省)＋住民基本台帳人口要覧(総務省) 

■沿線地域の人口 

■沿線地域の高齢化率(６５歳以上人口) 

※高齢化率が 7%を超えた社会を「高齢化社会」、14%を「高齢社会」と呼ぶ。(平成 22 年度 高齢社会白書：内閣府刊行) 

増加 増加 

▲県全体と沿線地域の推移 ▲沿線地域の推移 

▲県全体と沿線地域の推移 ▲沿線地域の推移 

※沿線地域とは、日田市、玖珠町、うきは市。 

※数値は、合併後の市町単位で集計。 

出典：国勢調査(総務省)＋住民基本台帳人口要覧(総務省) ※沿線地域とは、日田市、玖珠町、うきは市。 

※数値は、合併後の市町単位で集計。 

減少 減少 



道路-９-８ 

（３）産業動向 

①産業別就業人口 

沿線地域の平成 17 年の産業構造をみると、第 2 次産業では日田市が 27.3%、うきは市

が 28.5%と大分県及び福岡県の平均を上回っている。第 1 次産業においても、沿線地域が

大分県及び福岡県の平均を上回る状況である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②農業産出額の推移 

沿線地域の農業産出額は、事業化時(S52)から増加傾向であり、平成 2 年以降は減少傾向

となり、完成供用後(H17)は横ばい傾向である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：百万円

S50 S55 S60 H2 H7 H12 Ｈ17 Ｈ18

日田市 9,689 12,141 13,385 14,730 14,190 13,420 13,320 13,350

玖珠町 3,736 4,637 5,820 6,310 5,840 5,010 4,380 4,480

うきは市 6,984 7,881 8,742 8,880 8,890 8,370 7,090 6,720

計 20,409 24,659 27,947 29,920 28,920 26,800 24,790 24,550

129,747 148,759 181,817 179,600 174,600 152,000 135,300 130,200

231,184 256,906 279,817 275,300 268,600 238,800 223,600 211,600福岡県

大分県

沿
線
地
域

0.20

0.60

1.00

1.40

1.80

S50 S55 S60 H2 H7 H12 Ｈ17 Ｈ18

沿線地域
福岡県
大分県

（伸び率）

1.00

0.20

0.60

1.00

1.40

1.80

S50 S55 S60 H2 H7 H12 Ｈ17 Ｈ18

日田市
玖珠町
うきは市

1.00

（伸び率） 完成供用（H17）事業化（S52） 完成供用（H17）

1.38

0.96

1.20

事業化（S52）

1.20

0.92

1.00

1.69

3.6% 22.0% 74.4%
3.8% 24.7% 71.5%

9.1% 24.1% 66.8%
9.7% 27.0% 63.4%

17.6% 28.5% 53.9%
17.6% 31.1% 51.3%

19.1% 19.3% 61.6%
20.2% 22.7% 57.1%

11.6% 27.3% 61.1%
12.0% 30.3% 57.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
H17
H12

H17
H12

H17
H12

H17
H12

H17
H12

福岡県

日田市

玖珠町

うきは市

大分県

出典：国勢調査(総務省)  

■産業別就業人口の推移 

▲沿線地域と県全体における産業別就業人口の推移 

■農業産出額の推移 

出典：生産農業所得統計（農林水産省） 

▲県全体と沿線地域の推移 ▲沿線地域の推移 

※沿線地域とは、日田市、玖珠町、うきは市。 

※数値は、合併後の市町単位で集計。 

※沿線地域とは、日田市、玖珠町、うきは市。 

※数値は、合併後の市町単位で集計。 

第１次産業
第２次産業
第３次産業

増加 増加 

14.7% 14.3%

4,679 12.0% 2,013 20.2% 3,001 17.6% 4,276 11.6% 1,806 19.1% 2,886 17.6%

29.4% 26.4%

11,846 30.3% 2,261 22.7% 5,310 31.1% 10,014 27.3% 1,821 19.3% 4,667 28.5%

56.0% 59.3%

22,615 57.8% 5,684 57.1% 8,740 51.3% 22,432 61.1% 5,828 61.6% 8,818 53.9%

福岡県
日田市 日田市 玖珠町

産業別
就業人口

（人）

H12 H17
沿線地域

大分県 福岡県
沿線地域

大分県
うきは市

第１次産業
9,693

55,917 9.7% 86,591 3.8%
8,968

玖珠町 うきは市

51,513 9.1% 81,219 3.6%

136,583第２次産業
19,417

156,061 27.0%

第３次産業
37,039

367,080 63.4% 1,676,446 74.4%

24.1% 496,942 22.0%

377,974 66.8%1,640,590 71.5%
37,078

566,654 24.7%
16,502

減少 減少 



道路-９-９ 

 

③製造品出荷額の推移 

沿線地域のうち日田市の製造品出荷額は、平成 2 年をピークに減少傾向であり、うきは市

は横ばい傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④商品販売額の推移 

沿線地域のうち日田市とうきは市の商品販売額は、平成 3 年をピークに減少傾向であり、

玖珠町は平成 3 年以降横ばい傾向である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：億円

S50 S55 S60 H2 H7 H12 Ｈ17 Ｈ18

日田市 426 655 845 1,315 1,268 1,204 1,094 1,032

玖珠町 56 78 99 120 121 78 60 67

うきは市 302 389 375 395 415 409 398 389

計 784 1,122 1,319 1,830 1,804 1,691 1,552 1,488

9,319 20,960 21,261 25,875 27,423 30,875 36,717 38,914

35,213 57,892 65,115 77,107 78,162 73,679 77,515 81,598福岡県

大分県

沿
線
地
域

単位：百万円

S51 S54 S57 H3 H6 H9 H11 H14 H16 H19

日田市 758 1,088 1,371 1,736 1,688 1,550 1,431 1,241 1,224 1,154

玖珠町 92 209 277 237 256 255 268 243 246 239

うきは市 174 232 345 432 429 432 404 363 331 324

計 1,024 1,529 1,993 2,405 2,373 2,237 2,103 1,847 1,801 1,717

12,733 19,069 24,468 29,808 31,052 31,829 30,555 26,956 25,857 25,570

122,486 142,962 192,902 266,376 262,697 283,273 266,485 220,346 216,901 221,264福岡県

大分県

沿
線
地
域

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

S51 S54 S57 H3 H6 H9 H11 H14 H16 H19

沿線地域
福岡県
大分県

（伸び率）

1.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

S51 S54 S57 H3 H6 H9 H11 H14 H16 H19

日田市
玖珠町
うきは市

1.00

（伸び率） 完成供用（H17）事業化（S52） 完成供用（H17）

2.59

1.52

1.86

事業化（S52）

2.01

1.68
1.81

出典：工業統計表（経済産業省） 

■商品販売額の推移 

出典：商業統計表（経済産業省） 

▲県全体と沿線地域の推移 ▲沿線地域の推移 

■製造品出荷額の推移 

▲県全体と沿線地域の推移 ▲沿線地域の推移 

※沿線地域とは、日田市、玖珠町、うきは市。 

※数値は、合併後の市町単位で集計。 

※沿線地域とは、日田市、玖珠町、うきは市。 

※数値は、合併後の市町単位で集計。 

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

S50 S55 S60 H2 H7 H12 Ｈ17 Ｈ18

沿線地域
福岡県
大分県

（伸び率）

1.00

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

S50 S55 S60 H2 H7 H12 Ｈ17 Ｈ18

日田市
玖珠町
うきは市

1.00

（伸び率） 完成供用（H17）事業化（S52） 完成供用（H17）

2.42

1.19

1.29

事業化（S52）

4.18

1.90

2.32減少 

減少 

減少 
減少 
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（４）交通動向 

①自動車保有台数 

周辺地域の自動車保有台数は、事業化時(S52)から増加傾向であり、完成供用後(H17) 

は横ばい傾向である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②通勤通学状況の変化 

平成 12 年から平成 17 年の通勤通学流動の変化をみると、沿線地域間の流動は 1,000

人を超え、全体的に増加していることから、隣接市町との結びつきが強いことが伺える。 

日田市から九重町及び大分市への流動も増加傾向であるが、通勤通学者数が少ないこと

が分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

単位：台
S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H21

日田市・日田郡 24,294 31,977 37,739 44,382 50,758 54,283 56,256 55,656

玖珠郡 10,704 14,123 16,280 18,923 21,514 23,123 24,177 23,976

計 105,676 174,166 207,600 251,951 294,562 316,617 333,217 332,034

316,493 424,520 516,033 623,754 740,780 814,364 866,069 876,441

1,103,231 1,473,043 1,800,462 2,267,343 2,694,464 2,922,133 3,088,923 3,118,161福岡県

周
辺
地
域

大分県

出典：国勢調査(総務省) 

▲通勤通学流動図 

※沿線地域とは、日田市、玖珠町、うきは市。 

※円内の数字は、内々流動を表す。 

■自動車保有台数 

▲県全体と周辺地域の推移 ▲周辺地域の推移 

増加 

増加 

出典：大分県統計年鑑、福岡県統計年鑑、自動車保有車両数（九州運輸局）、軽自動車車両数（全国軽自動車協会連合会） 

※大分県統計年鑑では、市郡別による集計であるため、上図の集計単位とした。 

※周辺地域とは、現在の日田市、玖珠町、九重町に該当する市郡。 

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H21

周辺地域
福岡県
大分県

3.14

（伸び率）

1.00

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H21

日田市・日田郡

玖珠郡

1.00

（伸び率） 完成供用（H17）

2.77

事業化（S52） 完成供用（H17）

2.24

事業化（S52）

2.83

2.29
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③交通量の変化 

国道 210 号(現道)の交通量は、事業化(S52)から増加傾向にあったが、日田バイパスの

段階供用以降は減少傾向となり、混雑の緩和が図られている。 
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1.061.091.241.21.060.82
1.09
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S49 S55 H2 H9 H11 H17 H18

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

完成供用
(H17)（百台/日） 混雑度

事業化
(S52)

部分供用
(H5)

93

162

192 183

109 103 110

0.90.750.96
1.41

1.72
1.45

0.76

0

50

100

150

200

250

300

S49 S55 H2 H9 H11 H17 H18

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

完成供用

(H17)
（百台/日） 混雑度

事業化

(S52)

部分供用

(H5)

交通量調査箇所① 

（日田市石井町） 

交通量調査箇所② 

（日田市日高 1410） 

▲国道 210 号の交通量と混雑度の変化 

※S49 から H17 までの交通量は、各年道路交通センサスによる。 
※S49 の混雑度は、S55 交通容量をもとに算出。 
※H18 の交通量は、H18.2 の交通量調査結果による。 
※H18 の混雑度は、H17 交通容量をもとに算出。 

交通量調査箇所② 

交通量調査箇所① 

国道210号交通量

国道210号の混雑度
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４．事業の効果の発現状況 
 

 

 

  

 

 

○日田バイパスの整備により、国道 210 号(現道)からバイパスへ交通の転換が図られ、現道

交通量が約 99 百台/日減少し、交通混雑が緩和した。(混雑度 1.72⇒0.76) 

○鏡坂交差点では、渋滞長が約 9 割減少(渋滞長 1,100m⇒100m)し、渋滞が緩和した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

(m)

1100

100

0 300 600 900 1200

供用前
(H17.11)

供用後
(H18.2)

69 67 58

93110103109
183192

162

58

0.76

1.45
1.72

1.41
0.96 0.75 0.90

0

50

100

150

200

250

300

350

400

S49 S55 H2 H9 H11 H17 H18

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0
完成供用

(H17)
混雑度事業化

(S52)
（百台/日） 部分供用

(H5)

日田バイパスの整備により、国道 210 号(現道)からバイパスへ交通が転換し、 

国道 210 号(現道)の交通混雑が緩和。 

効果１：交通混雑の緩和 

※S49 から H17 までの交通量は、各年道路交通センサスによる。
※S49 の混雑度は、S55 交通容量をもとに算出。 
※H18 の交通量は、H18.2 の交通量調査結果による。 
※H18 の混雑度は、H17 交通容量をもとに算出。 

▲交通量と混雑度の変化 

鏡坂交差点 
混雑度が約 1.0 改善

(区間 1054) 

約 99 百台/日減少 

最大渋滞長 

約 9 割減少 

▲最大渋滞長と通過時間 

混雑度が

約 1.0 改善

最大渋滞長 

約 9 割減少 

1,100ｍ 
7 分 

100ｍ
1 分 

鏡坂交差点(南側断面) 

▲鏡坂交差点の渋滞状況（南側断面） 

※各年の交通実態調査結果による。

日田バイパスの交通量

国道210号交通量

国道210号の混雑度
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○日田バイパスの整備により、国道 210 号(現道)とバイパスを合わせても、死傷事故率が約

2 割減少した。(101.9 件/億台キロ⇒87.4 件/億台キロ) 

⇒平均死傷事故件数も約 2 割減少(47 件/年⇒40 件/年) 

○日田バイパスの整備により、大型車を含む交通の転換が図られ、国道 210 号(現道)におけ

る昼間の騒音値が環境基準値(70dB)を下回った。(71dB⇒64dB) 

また、夜間の騒音値も環境基準値(65dB)を下回り、沿道環境が改善した。(67dB⇒58dB) 
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40
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87.4
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H15-H17
(平均)

H18-H20
(平均)

0

30

60

90

120
（件/年） （件/億台キロ）

完成供用

(H17)

効果２：道路・交通環境の改善 

日田バイパスの整備により、死傷事故率及び騒音値の低減が図られ、道路・交通環境

が改善。 

※センサス区間番号(1052～1054) 

出典：事故統合データベース

▲死傷事故件数及び死傷事故率の削減効果 

▲断面交通量の変化および騒音測定箇所 

日田バイパスの平均死傷事故件数

国道210号の平均死傷事故件数
死傷事故率

約 2 割 

減少 

約 2 割 

減少 

元町
交差点

鏡坂
交差点

騒音測定箇所 

日田市大字日高字上井手 

昼間(6 時～22 時) 

71dB

64dB 

※騒音値は、実測値。 

測定場所は、日田市大字日高字上井手(国道210号) 

出典：道路環境センサス 

▲騒音レベル 

夜間(22 時～6 時) 

環境基準超過分

騒音値

67dB 

58dB 

石井 
交差点 

約 7dB

低減 約 9dB

低減 
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○日田バイパスの整備により、旧大山町役場から済生会日田病院までの搬送時間が約 3 分短縮

(約 25 分⇒約 22 分)し、多量出血患者の救命率が約 8%向上した。 

○日田玖珠広域消防組合消防本部管内における救急搬送は、約 9 割が管内搬送である。 

○日田バイパスの整備は、救急活動の円滑化を支援するだけでなく、救命率向上に伴う住民生

活の安心・安全の確保に寄与している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(分)

25

22

0 10 20 30 40

全線
供用前

全線
供用後

日田バイパスの整備による交通円滑化に伴い、救急搬送の所要時間が短縮するなど

救命率の向上に寄与 

効果３：救急医療活動の支援  

▲ 旧大山町役場から済生会日田病院までの状況 

▲ 日田市役所大山振興局から済生会日田病院

までの時間短縮効果 

N

※大分県資料 

▲日田玖珠広域消防組合消防本部 
管内の搬送実績(H20) 

▲カーラー救命曲線と搬送時間短縮効果 

済生会日田病院までの搬送時間短縮効果 

0

20

40

60

80

100

1 10 100
経過時間（分）

死
亡
率

（
％

） 心臓停止

呼吸停止

多量出血

52 3 15 6030101 100

搬送時間約 3 分短縮 

（約 25 分⇒約 22 分） 

多量出血時の 

救命率が約 8%向上 
(死亡率約 31%⇒約 23%) 

※H17道路交通センサス平成18年2月1日（水）事後調査結果による。 

管内搬送
89%

管外搬送
 11%

日田玖珠広域
消防組合消防
本部の年間
搬送人数

3,347人/年

旧大山町役場 

（日田市役所大山振興局） 

済生会日田病院 

(第二次救急医療施設)

約３分短縮 

所要時間が 

約３分短縮 
（約25分⇒約22分） 
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○日田バイパスの部分供用後(H5)、バイパス沿線に「サッポロビール九州日田工場(H11)」

が進出するなど、新たなまちづくりを促進するとともに、「石井工業団地」などの既存産業

拠点へのアクセス向上が図られるなど、地域活性化に貢献している。 

○日田市中心部には、日田温泉や国指定重要有形文化財「草野本家」など歴史的な観光資源

が点在しており、歩行者優先のまちづくり施策として「天領日田・歩いて時間を感じるま

ちづくり社会実験」が実施(H15～H16)されるなど、バイパス整備による市街地交通の転

換により歩行者優先の取り組みを支援している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果４：地域活性化の支援 

ビール工場などがバイパス沿線に進出するなど、新たなまちづくりを促進すると

ともに、歴史的な観光資源等を有する日田市中心部のまちづくりを支援。 

▲日田市のまちづくり社会実験 

▲石井工業団地 

▲サッポロビール九州日田工場 
出典：社団法人日田市観光協会HP

出典：日田市HP

▲日田市街地におけるまちづくりの状況 

サッポロビール

九州日田工場

(H12.3操業) 

石井工業団地(約42ha) 

※TDK㈱など約5社 

バイパス整備が産業拠点 

からのアクセスを支援 

TDK㈱三隈川工場

国道210号 至 玖珠町 

(日田バイパス) 

至 うきは市 

▲国指定重要有形文化財「草野本家」
出典：社団法人日田市観光協会HP

▲日田温泉（船上観月会の様子） 
出典：社団法人日田市観光協会HP

出典：国土交通省HP

歴史的観光資源を生かした

歩行者優先のまちづくり

通過交通がバイパスに転換し、

市街地の交通混雑が緩和 
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５．事業実施による環境の変化 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日田市においては、都市景観条例(H3.9.30)を設けており、日田バイパス 

周辺地区を含む３地区が『都市景観形成地区』として位置づけられているこ 

とから、法面緑化や植栽を実施。 

 

※下記のような建築行為等については、事前の届出が必要 

◎建築物の新築・増築・改築・大規模な修繕、あるいは外観の色彩の変更 

◎工作物・広告物の設置、または外観の変更 

◎宅地の造成、その他土地の形質の変更 

◎木竹の伐採、または植栽に関して 

 

■日田市環境緑化推奨花木 

高木 カツラ など 

低木 ヒペリカムヒデコート など 

 

 

 

 

 

◆周辺環境との調和を図るため法面緑化を実施 

法面緑化

▲日田バイパス沿線の緑化 

植裁 
高木 ： カツラ など 
低木 ： ヒペリカムヒデコート など 
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６．費用対効果 

 

  

日田バイパスの整備による投資効果として、費用対効果分析を行った結果、費用対効果 

(B／C)＝1.9 となり、投資(事業費)を上回る効果(便益)を得ることができた。 

 

路線名 事業名 延長 事業種別 
現拡・BP・ 

その他の別 

国道 210 号 日田バイパス 5.3km 二次改築 ＢＰ 

 

計画交通量 

(台／日) 
車線数 事業主体 

3,600～11,200 2 九州地方整備局 

 

① 費 用 

 事業費 維持管理費 合  計 

基準年 平成 22 年度 

単純合計 206 億円 45 億円 251 億円 

基準年における 

現在価値（Ｃ） 
329 億円 34 億円 362 億円 

 

② 便 益 

 
走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合  計 

基準年 平成 22 年度 

供用年 平成 6 年度 

単年便益 

(初年便益) 
15 億円 0.58 億円 0.60 億円 17 億円 

基準年における 

現在価値（Ｂ） 
629 億円 36 億円 32 億円 697 億円 

 

③ 結 果 

 
 

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

費用便益比（Ｂ／Ｃ） １．９ 

国道 210 号 日田バイパスの費用便益分析結果は、B／C＝1.9 となった。 
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７．対応方針(案) 

 

（１）改善措置の必要性 

国道 210 号日田バイパスは、日田玖珠連携都市圏を形成する日田市・玖珠町を結ぶ主要幹

線道路として機能するとともに、大分自動車道を代替する路線として重要な役割を果たして

いる。 

本事業により、『交通混雑の緩和』『道路・交通環境の改善』等について大きな整備効果が

得られており、今後の改善措置の必要性はない。 

 

 

（２）今後の事後評価の必要性 

日田バイパスの整備に伴い、国道 210 号(現道)の交通混雑が緩和され、鏡坂交差点の渋滞

長が約 9 割減少するなど十分な効果が発現している。 

日田市街地における死傷事故率や騒音の減少による道路・交通環境の改善など重要な役割

を果たしていることから、さらなる事後評価の必要はない。 

 

 

（３）同種事業の計画・調整のあり方等 

 事業期間の長期化を避けるために、計画時点からPI等による沿線住民との合意形成を図り、

周辺環境に配慮しながら、円滑な事業展開を行うことが必要である。 

日田バイパスは、供用後、沿道に工場が進出するなど地域振興に大きく貢献するとともに、

日田市のまちづくりにも大きな影響を与えている。そのため、同種事業においては、まちづ

くりと一体となった道路計画を行うことによって現道を拡幅するかバイパスを整備するか判

別することが必要である。 
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８．日田バイパス事後評価結果の概要 

 

評価項目 評価結果 

１．社会情勢等の変化 

◆沿線地域(日田市、玖珠町、うきは市)の人口は、事業化時(S52)から減少傾向

であり、S50 と比べて H21 は 0.86 に減少している。 

◆沿線地域の高齢化率は、事業化時(S52)から増加傾向であり、S50 に 11.3％で

あったのが H21 には 28.2％となっている。また、福岡県及び大分県の高齢化

率と比べると高水準の状況にある。 

◆周辺地域の自動車保有台数は、事業化時(S52)から増加傾向であり、S50 と比

べて H21 は 3.14 に増加している。 

２．事業の効果の 

発現状況 

◆日田バイパスの整備により、国道 210 号(現道)からバイパスへ交通が転換し、

国道 210 号(現道)の交通混雑が緩和。 

◆日田バイパスの整備により、死傷事故率及び騒音値の低減が図られ、道路・

交通環境が改善。 

◆日田バイパスの整備による交通円滑化に伴い、救急搬送の所要時間が短縮す

るなど救命率の向上に寄与。 

◆ビール工場などがバイパス沿線に進出するなど、新たなまちづくりを促進す

るとともに、歴史的な観光資源等を有する日田市中心部のまちづくりを支援。

３．事業実施による環境

の変化 

◆日田市においては、都市景観条例(H3.9.30)を設けており、日田バイパス周辺

地区を含む３地区が『都市景観形成地区』として位置づけられていることか

ら、法面緑化や植際を実施し、周辺環境との調和を図っている。 

４．費用対効果 

◆日田バイパス整備による投資効果として、費用対効果分析を行った結果、費

用対効果(Ｂ／Ｃ)＝1.9 となり、投資(事業費)を上回る効果(便益)を得ることが

できた。 

５．改善措置の必要性 

◆国道 210 号日田バイパスは、日田玖珠連携都市圏を形成する日田市・玖珠町

を結ぶ主要幹線道路として機能するとともに、大分自動車道を代替する路線

として重要な役割を果たしている。 

◆当事業により、『交通混雑の緩和』や『道路・交通環境の改善』等について、

大きな整備効果が得られているため、今後の改善措置の必要性はない。 

６．今後の事後評価の 

必要性 

◆日田バイパスの整備に伴い、国道 210 号(現道)の交通混雑が緩和され、鏡坂

交差点の渋滞長が約 9割減少するなど十分な効果が発現している。 

◆日田市街地における死傷事故率や騒音の減少による道路・交通環境の改善な

ど重要な役割を果たしていることから、さらなる事後評価の必要はない。 

７．同種事業の計画・ 

調整のあり方等 

◆事業期間の長期化を避けるために、計画時点から PI 等による沿線住民との合

意形成を図り、周辺環境に配慮しながら、円滑な事業展開を行うことが必要

である。 

◆供用後、沿道に工場が進出するなど地域振興に大きく貢献するとともに、日

田市のまちづくりにも大きな影響を与えている。そのため、同種事業におい

ては、まちづくりと一体となった道路計画を行うことによって現道を拡幅す

るかバイパスを整備するか判別することが必要である。 
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様
式
１
　
客
観

的
評
価
指
標
に
よ
る

事
業
採
択
の
前
提

条
件
、
事
業
の
効
果

や
必
要
性
の
確
認

の
状
況

事
業
名

国
道

21
0
号
 
日
田

バ
イ
パ

ス

事
業

主
体

九
州

地
方
整

備
局

●
事
業

の
効

果
や
必

要
性
の

評
価
に

対
応

す
る
事

後
評
価

項
目

政
策

目
標

指
　

標
　

（
対
象

と
な
る

指
標
の

み
記

載
。
効

果
が
確

認
さ

れ
る
も

の
は
□

を
■
に

変
更

）
指

標
チ

ェ
ッ
ク

の
根

拠

１
．
活
力

円
滑

な
モ
ビ

リ
テ

ィ
の

確
保

●
現
道

等
の
年

間
渋

滞
損
失

時
間
（

人
・

時
間
）

及
び
削

減
率

区
間
b
　
当
該

区
間

及
び
並

行
区
間

に
つ

い
て
：

国
道
2
1
0
号

　
　
　
　

　
　
　

並
行

区
間
等

(当
該
区

間
)
の
渋
滞

損
失

時
間
：

37
.
3万

人
・

時
間
/
年
（

国
道

21
0
号
）

　
　
　
　

　
　
　

並
行

区
間
等

(当
該
区

間
)
の
渋
滞

損
失

削
減
率

：
5
割
削

減
（
国

道
2
10
号
）

○
現
道

等
に
お

け
る

混
雑
時

旅
行
速

度
が

20
k
m/
h
未
満
で

あ
っ

た
区
間

の
旅

行
速
度

の
改
善

状
況

○
現
道

又
は
並

行
区

間
等
に

お
け
る

踏
切

道
の
除

去
も
し

く
は

交
通
改

善
の

状
況

○
当
該

路
線
の

整
備

に
よ
る

バ
ス
路

線
の

利
便
性

向
上
の

状
況

○
新
幹

線
駅
も

し
く

は
特
急

停
車
駅

へ
の

ア
ク
セ

ス
向
上

の
状

況

○
第
一

種
空
港

、
第

二
種
空

港
、
第

三
種

空
港
も

し
く
は

共
用

飛
行
場

へ
の

ア
ク
セ

ス
向
上

の
状

況

物
流

効
率

化
の
支

援
○

重
要

港
湾
も

し
く

は
特
定

重
要
港

湾
へ

の
ア
ク

セ
ス
向

上
の

状
況

○
農
林

水
産
業

を
主

体
と
す

る
地
域

に
お

け
る
農

林
水
産

品
の

流
通
の

利
便

性
向
上

の
状
況

□
現
道

等
に
お

け
る

総
重
量

25
t
の
車

両
も
し

く
は
I
S
O規

格
背

高
海
上

コ
ン

テ
ナ
輸

送
車
が

通
行

で
き
な

い
区
間

が
解

消

１
．
活
力

都
市

の
再

生
○

都
市

再
生
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
支
援

に
関

す
る
効

果

○
広
域

道
路
整

備
基

本
計
画

に
位
置

づ
け

の
あ
る

環
状
道

路
が

形
成
（

又
は

一
部
形

成
）
さ

れ
た

こ
と
に

よ
る
効

果

●
市
街

地
再
開

発
、

区
画
整

理
等
の

沿
道

ま
ち
づ

く
り
と

の
連

携
に
関

す
る

効
果

部
分
供
用

後
(
H5
)
、
バ

イ
パ
ス

沿
線

に
「
サ

ッ
ポ
ロ

ビ
ー

ル
九
州

日
田
工

場
(
H
11
)
」
が
進

出

○
中
心

市
街
地

内
で

行
わ
れ

た
こ
と

に
よ

る
効
果

□
幹
線

都
市
計

画
道

路
網
密

度
が
1
.
5
km
/
km
2
以
下
で

あ
る

市
街
地

内
で
の

事
業

で
あ
る

□
D
ID
区
域

内
の
都

市
計

画
道
路

整
備

で
あ
り

、
市
街

地
の

都
市
計

画
道
路

網
密

度
が
向

上

□
対
象

区
間
が

事
業

実
施
前

に
連
絡

道
路

が
な
か

っ
た
住

宅
宅

地
開
発

(3
0
0
戸
以
上

又
は
1
6
ha
以

上
、
大

都
市
に

お
い

て
は
1
0
0戸

以
上

又
は
5
h
a以

上
)
へ
の

連
絡
道

路
と

な
っ
た
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１
．
活

力
国

土
・

地
域

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

□
高

速
自
動

車
国

道
と

並
行

す
る
自

専
道

（
A'

路
線

）
と
し

て
の

位
置

づ
け

あ
り

□
地

域
高
規

格
道

路
の

位
置

づ
け
あ

り

□
当

該
路
線

が
新

た
に

拠
点

都
市
間

を
高

規
格

幹
線

道
路
で

連
絡

す
る

ル
ー

ト
を
構

成
す

る
（

A'
路
線

と
し

て
の

位
置

づ
け
が

あ
る

場
合

）

□
当

該
路
線

が
隣

接
し

た
日

常
活
動

圏
中

心
都

市
間

を
最
短

時
間

で
連

絡
す

る
路
線

を
構

成
す

る

□
現

道
等
に

お
け

る
交

通
不

能
区
間

が
解

消

□
現

道
等
に

お
け

る
大

型
車

の
す
れ

違
い

困
難

区
間

が
解
消

○
日

常
活
動

圏
の

中
心

都
市

へ
の
ア

ク
セ

ス
向

上
の

状
況

個
性
あ

る
地

域
の

形
成

○
鉄

道
や
河

川
等

に
よ

り
一

体
的
発

展
が

阻
害

さ
れ

て
い
た

地
区

の
一

体
的

発
展
へ

の
寄

与
の

状
況

○
拠

点
開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

、
地
域

連
携

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
、

大
規

模
イ

ベ
ン

ト
の
支

援
に

関
す

る
効
果

○
主

要
な
観

光
地

へ
の

ア
ク

セ
ス
向

上
に

よ
る

効
果

○
特

別
立
法

に
基

づ
く

事
業

と
し
て

の
効

果

○
新

規
整
備

の
公

共
公

益
施

設
と
直

結
さ

れ
た

こ
と

に
よ
る

効
果

●
歴

史
的
景

観
を

活
か

し
た

道
路
整

備
や

中
心

商
店

街
の
シ

ン
ボ

ル
的

な
道

路
整
備

等
、

特
色

あ
る
ま

ち
づ

く
り

に
資

す
る
事

業
と

し
て

の
効

果
バ
イ
パ

ス
整

備
に

よ
り
交

通
量

の
転

換
が

図
ら
れ

、
日

田
市

街
地

に
お
け

る
歩

行
者

優
先

の
ま
ち

づ
く

り
施

策
を
支

援
※
日
田

市
街

地
の

主
な
施

設
：

国
指

定
重

要
有
形

文
化

財
「

草
野

本
家
」

２
．
暮

ら
し

歩
行
者

･自
転

車
の

た
め

の
生

活
空

間
の

形
成

○
自

転
車
利

用
空

間
が

整
備

さ
れ
た

こ
と

に
よ

る
当

該
区
間

の
歩

行
者

・
自

転
車
の

通
行

の
快

適
・
安

全
性

向
上

の
状

況

□
バ

リ
ア
フ

リ
ー

新
法

に
基

づ
く
重

点
整

備
地

区
に

お
け
る

特
定

経
路

を
形

成
す
る

区
間

が
新

た
に
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

さ
れ
た

無
電
柱

化
に

よ
る
美

し
い

町
並
み

の
形

成
□

対
象
区
間

が
電

線
類

地
中

化
５
ヶ

年
計

画
に

位
置

づ
け
あ

り

□
市

街
地
又

は
歴

史
景

観
地

区
（
歴

史
的

風
土

特
別

保
存
区

域
及

び
重

要
伝

統
的
建

造
物

保
存

地
区
）

等
の

幹
線

道
路

に
お
い

て
新

た
に

無
電

柱
化

を
達
成

安
全
で

安
心
で

き
る

く
ら
し

の
確

保
●

三
次
医
療

施
設

へ
の

ア
ク

セ
ス
向

上
の

状
況

日
田
市

役
所

大
山

振
興

局
～
第

二
次

救
急

医
療
施

設
（

済
生

会
日

田
病
院

）
間

の
搬

送
時

間
の
短

縮
（
約
2
5分

⇒
約
22

分
、
約

3分
短
縮
）
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３
．
安
全

安
全
な
生
活

環
境
の
確
保

●
現
道
等
に
お
け
る
交
通
量
の

減
少
、
歩
道
の
設
置
又
は
線
形
不
良
区
間
の
解
消
等
に
よ
る
安
全
性
向
上
の
状
況

・
並
行
区
間
(
国
道
2
1
0
号
)
の
交
通
量
が
約
9
9
百
台
/
日
減
少
（
1
9
2
百
台
/
日
⇒
9
3
百
台
/
日
）

・
並
行
区
間
(
国
道
2
1
0
号
)
に
お
け
る
死
傷
事
故
率
の
減
少
(
1
0
1
.
9
件
/
億
台
キ
ロ
⇒
8
7
.
4
件
/
億
台
キ
ロ
）

※
完
成
供
用
前
(
H
1
5
～
H
1
7
)
、
完
成
供
用
後
(
H
1
8
～
H
2
0
)
の
平
均
値

○
歩
道
が
無
い
又
は
狭
小
な
区
間

に
歩
道
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
安
全
性
向
上
の
状
況

災
害
へ
の
備
え

□
近
隣
市
へ
の
ル
ー
ト
が
１
つ
し

か
な
く
、
災
害
に
よ
る
１
～
２
箇
所
の
道
路
寸
断
で
孤
立
化
す
る
集
落
が
解
消

■
対
象
区
間
が
、
都
道
府
県

地
域
防
災
計
画
、
緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
又
は
地
震
対
策
緊
急
整
備
事
業
計
画
に
位
置
づ
け

が
あ
る
、
又

は
地
震
防
災
緊
急
事
業
五
ヶ

年
計
画
に
位
置
づ
け
の
あ
る
路
線
（
以
下
「
緊
急
輸
送
道
路
」
と
い
う
）
と
し
て
位
置
づ
け
あ
り

国
道
2
1
0
号
日
田
バ
イ
パ
ス
は
、
第
１
次
緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
位
置
付
け
あ

り

□
緊
急
輸
送
道
路
が
通
行
止
に
な

っ
た
場
合
に
大
幅
な
迂
回
を
強
い
ら
れ
る
区
間
の
代
替
路
線
を
形
成

□
並
行
す
る
高
速
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
代
替
路
線
と
し
て
機
能
（
A
'
路
線
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
あ
る
場
合
）

□
現
道
等
の
防
災
点
検
又
は
震
災

点
検
要
対
策
箇
所
も
し
く
は
架
替
の
必
要
の
あ
る
老
朽
橋
梁
に
お
け
る
通
行
規
制
等
が
解
消

■
現
道
等
の
事
前
通
行
規
制

区
間
、
特
殊
通
行
規
制
区
間
又
は
冬
期
交
通
障
害
区
間
が
解
消

並
行
区
間
（
国
道
2
1
0
号
）
の
護
願
寺
ト
ン
ネ
ル
の
代
替
ル
ー
ト
が
確

保
さ
れ
、
高
さ
制
限

(
H
=
4
.
3
m
)
が
解
消

□
避
難
路
へ
1
k
m
以
内
で
到
達

で
き
る
地
区
が
新
た
に
増
加

□
幅
員
6
m
以
上
の
道
路
が
な

い
た
め
消
火
活
動
が
出
来
な
い
地
区
が
解
消

□
密
集
市
街
地
に
お
け
る
事
業

で
火
災
時
の
延
焼
遮
断
帯
と
し
て
機
能

４
．
環
境

地
球
環
境
の

保
全

●
対
象
道
路
の
整
備
に
よ
り
、

削
減
さ
れ
る
自
動
車
か
ら
の
C
O
2
排
出
量

Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
量
：
7
0
7
ｔ
-
C
O
2
/
年
(
未
整
備
5
5
.
3
千
ｔ
-
C
O
2
/
年
　
⇒
　
5
4
.
6
千
ｔ
-
C
O
2
/
年
)

生
活
環
境
の

改
善
・
保
全

●
現
道
等
に
お
け
る
自
動
車
か
ら

の
N
O
2
排
出
削
減
率

（
推
計
結
果
）

評
価
対
象
区
間
（
現
道
／
並
行
区
間
等
）
：
費
用
便
益
分
析
対
象
区
間

排
出
削
減
量
：
5
.
9
ｔ
／
年
、
排
出
削
減
率
：
3
.
0
6
%
削
減

（
バ
イ
パ
ス
事
業
の
場
合
）
バ
イ
パ
ス
等
に
つ
い
て
N
O
x
排
出
増
加
量
：
2
8
.
8
t
／
年

●
現
道
等
に
お
け
る
自
動
車
か
ら

の
S
P
M
排
出
削
減
率

（
推
計
結
果
）

評
価
対
象
区
間
（
現
道
／
並
行
区
間
等
）
：
費
用
便
益
分
析
対
象
区
間

排
出
削
減
量
：
0
.
5
ｔ
／
年
、
排
出
削
減
率
：
2
.
6
7
%
削
減

（
バ
イ
パ
ス
事
業
の
場
合
）
バ
イ
パ
ス
等
に
つ
い
て
S
P
M
排
出
増
加
量
：
2
.
8
t
／
年

●
現
道
等
で
騒
音
レ
ベ
ル
が
夜
間

要
請
限
度
を
超
過
し
て
い
た
区
間
の
騒
音
レ
ベ
ル
の
改
善
の
状
況

並
行
区
間
(
国
道
2
1
0
号
)
に
お
け
る
夜
間
要
請
限
度
超
過
箇

所
の
解
消
（
騒
音
レ
ベ
ル
：

6
7
d
B
→
5
8
d
B
、
超
過
箇
所
数
：
1
箇
所
→
0
箇
所
）

●
そ
の
他
、
環
境
や
景
観
上
の

効
果

周
辺
環
境
と
の
調
和
を
図
る
た
め
法
面
緑
化
を
実
施

５
．
そ
の
他

他
の
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ

と
の
関
係

□
道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
又
は
都
市
計
画
道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

○
関
連
す
る
大
規
模
道
路
事

業
と
の
一
体
的
整
備
の
必
要
性
ま
た
は
一
体
的
整
備
に
よ
る
効
果

○
他
機
関
と
の
連
携
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
関
す
る
効
果

そ
の
他

○
そ
の
他
、
対
象
地
域
や
事
業

に
固
有
の
事
情
等
、
以
上
の
項
目
に
属
さ
な
い
効
果
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様式－２

費用便益分析の結果

路線名 事業名 延長 事業種別
現拡・ＢＰ・
その他の別

国道210号 日田バイパス 5.3km 二次改築 BP

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

3,600～11,200 2 九州地方整備局

① 費　用

事　業　費 維持管理費 合　　計

基 準 年 平成22年度

単純合計 206億円 45億円 251億円

基準年における
現在価値 (Ｃ)

329億円 34億円 362億円

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年

供 用 年

単年便益
（初年便益）

15億円 0.58億円 0.60億円 17億円

基準年における
現在価値 (Ｂ)

629億円 36億円 32億円 697億円

③ 結　果

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

④ 感 度 分 析

変動要因 基準値 変動ケース

交通量 3,600～11,200 ±１０％

事業費 206億円 ±１０％

事業期間 29年 ±２０％

平成22年度

平成6年度

335億円

経済的内部収益率（ＥＩＲＲ） 10%

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 1.9

経済的純現在価値（Ｂ－Ｃ）

費用便益比（Ｂ／Ｃ）

1.8～2.0

1.8～2.1

1.5～2.4
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交通状況の変化

事業名：国道210号 日田バイパス

（推計時点Ｈ42年）

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

①新設・改築
国道210号

日田バイパス
:5.3km

0.00 8,300

0.00 7.2

0.00 12

47

8.2

97 96

走行時間短縮便益
(A - B)

走行時間費用
整備あり(B)

12

6.5

42

合計：69.0km

③その他道路合計：
47.6km

0.00

5.3

0.01

173 165

走行時間費用
整備なし(A)

2,900

13

10,000

8.3

15

18,000

様式－３①

整備あり(B)整備なし(A)

13,700

8.6

22

国道210号

(旧道)

:5.3km

②主な周
辺道路

国道386号
:8.6km

(主)日田鹿

本線
:2.2km

19,100

14
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（２） 図面（①、②に該当する道路を明示すること）

日田バイパス
延長 L＝5.3km

Ｎ

主な周辺道路

国道210号(旧道)

国道386号

(主
)日

田
鹿

本
線
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様式－３②

費用便益分析の条件

事業名： 国道210号 日田バイパス

（２）
項目 チェック欄

費用便益分析マニュアル

（平成２０年１１月　国土交通省　道路局　都市・地域整備局）

その他 □

分析対象期間 50年間

社会的割引率 4%

基準年次 平成22年度

１時点のみ推計 □（　　　　　）

複数時点での推計 ■（H17,H42）

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有　　　□ 無
いずれかのみの推計とした理由を記載

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

交 　　　無 ■

通 　　　有 □

流 考慮した開発交通量（トリップ数） （　　）台ﾄﾘｯﾌﾟ/日

推 考慮した理由を記載

計

Ｑ－Ｖ式を用いた配分 □

転換率式を用いた配分 □

Ｑ－Ｖ式と転換率式の併用による配分 ■

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で併行道路が少ない □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
簡易手法の考え方（将来交通量の設定方法等）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

各回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定
採用理由を記載

最終配分の速度 □
採用理由を記載

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

配分交通量の
推計手法

開発交通量の
考慮

■

交通量が、交通容量（Ｑmax～Ｑmin）以上の路線、交通容量程度の路線等が混在した配

分結果となっているため、費用便益算出においては、速度差の生ずる「加重平均速度」を

用いた。
速度設定の

考え方

交通流の
推計時点

算出マニュアル

分析の基本的事項

推計に用いた
ＯＤ表

推計の状況

■

■
（H17センサス）

□

簡易手法の

採択理由

有の場合のみ

いずれかのみの

推計の場合
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 事業名： 国道210号 日田バイパス

（３）
項目 チェック欄

考慮しない ■

考慮する □

面的に考慮 □

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （　　　）　％
休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した通行止め日数 （　　　）　日

とり止め交通を考慮する □
とり止め交通を考慮しない場合はその理由、考慮した場合はその考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した冬期日数 （　　　）　日
採用した冬期日数の考え方を記載

冬期の走行速度と交通容量の関係
設定の考え方を記載

■

□

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

中央分離帯の有無を考慮 □

中央分離帯の有無を考慮しない ■

考慮しない ■

考慮する □

その他

考慮する

場合のみ

採用した通行止め日数の考え方を記載

考慮する

場合のみ

ブロック別・車種別走行台キロの伸び率による設定

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

考慮する

場合のみ

便
益
の
算
定

災害等による
通行止めの

影響

走行時間短縮・走行
経費減少・交通事故

減少以外の便益

車種別時間
価値原単位

車種別走行
経費原単位

交通事故減少
便益算定

冬期交通の
影響

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

休日交通の
影響
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事業名： 国道210号 日田バイパス

（４）
項目 チェック欄

詳細事業計画による値を採用 ■

標準投資パターンを採用 □

費 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

用 維持管理費の設定根拠を記載

の

算 積雪地域または寒冷地域である □

定 その他

４．その他

事業費

雪寒費

当該道路周辺地域における直轄国道の維持管理等に要する実績経費（過去3年：H19～H21）に基づく
維持管理費



道路-９-３０ 

 

様式－４

費用の現在価値算定表
維持管理費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

事業名：国道210号 日田バイパス 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.20 5.3 1.1

割戻率 GDP 事業費（億円） 維持管理費（億円）
年次  年度 デフレータ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値

-17年目 S 52 3.6484 76.0 0.10 0.44
-16年目 S 53 3.5081 79.2 0.10 0.40
-15年目 S 54 3.3731 81.3 0.20 0.76
-14年目 S 55 3.2434 86.4 0.20 0.69
-13年目 S 56 3.1187 88.6 0.10 0.32
-12年目 S 57 2.9987 89.6 0.20 0.61
-11年目 S 58 2.8834 90.5 0.30 0.87
-10年目 S 59 2.7725 92.3 0.30 0.82
-9年目 S 60 2.6658 93.0 0.20 0.52
-8年目 S 61 2.5633 94.6 0.70 1.7
-7年目 S 62 2.4647 94.4 0.90 2.1
-6年目 S 63 2.3699 94.9 7.0 16
-5年目 H 1 2.2788 97.4 7.7 16
-4年目 H 2 2.1911 99.6 9.9 20
-3年目 H 3 2.1068 102.0 17 32
-2年目 H 4 2.0258 103.4 22 40
-1年目 H 5 1.9479 103.7 28 48

供用開始年次 H 6 1.8730 103.6 13 21 0.59 0.97
1年目 H 7 1.8009 103.0 5.5 8.7 0.59 0.94
2年目 H 8 1.7317 102.4 6.4 9.9 0.59 0.91
3年目 H 9 1.6651 103.4 7.5 11 0.59 0.87
4年目 H 10 1.6010 102.8 11 16 0.59 0.84
5年目 H 11 1.5395 101.3 2.3 3.2 0.59 0.82
6年目 H 12 1.4802 99.7 16 22 0.59 0.80
7年目 H 13 1.4233 98.4 4.7 6.2 0.59 0.78
8年目 H 14 1.3686 96.6 16 20 0.59 0.76
9年目 H 15 1.3159 95.4 7.2 9.0 0.59 0.74
10年目 H 16 1.2653 94.4 9.8 12 0.59 0.72
11年目 H 17 1.2167 93.2 12 14 0.59 0.70
12年目 H 18 1.1699 92.5 1.0 1.2
13年目 H 19 1.1249 91.7 1.0 1.1
14年目 H 20 1.0816 91.3 1.0 1.1
15年目 H 21 1.0400 91.3 1.0 1.0
16年目 H 22 1.0000 91.3 1.0 1.0
17年目 H 23 0.9615 91.3 1.0 0.97
18年目 H 24 0.9246 91.3 1.0 0.93
19年目 H 25 0.8890 91.3 1.0 0.90
20年目 H 26 0.8548 91.3 1.0 0.86
21年目 H 27 0.8219 91.3 1.0 0.83
22年目 H 28 0.7903 91.3 1.0 0.80
23年目 H 29 0.7599 91.3 1.0 0.77
24年目 H 30 0.7307 91.3 1.0 0.74
25年目 H 31 0.7026 91.3 1.0 0.71
26年目 H 32 0.6756 91.3 1.0 0.68
27年目 H 33 0.6496 91.3 1.0 0.66
28年目 H 34 0.6246 91.3 1.0 0.63
29年目 H 35 0.6006 91.3 1.0 0.61
30年目 H 36 0.5775 91.3 1.0 0.58
31年目 H 37 0.5553 91.3 1.0 0.56
32年目 H 38 0.5339 91.3 1.0 0.54
33年目 H 39 0.5134 91.3 1.0 0.52
34年目 H 40 0.4936 91.3 1.0 0.50
35年目 H 41 0.4746 91.3 1.0 0.48
36年目 H 42 0.4564 91.3 1.0 0.46
37年目 H 43 0.4388 91.3 1.0 0.44
38年目 H 44 0.4220 91.3 1.0 0.43
39年目 H 45 0.4057 91.3 1.0 0.41
40年目 H 46 0.3901 91.3 1.0 0.39
41年目 H 47 0.3751 91.3 1.0 0.38
42年目 H 48 0.3607 91.3 1.0 0.36
43年目 H 49 0.3468 91.3 1.0 0.35
44年目 H 50 0.3335 91.3 1.0 0.34
45年目 H 51 0.3207 91.3 1.0 0.32
46年目 H 52 0.3083 91.3 1.0 0.31
47年目 H 53 0.2965 91.3 1.0 0.30
48年目 H 54 0.2851 91.3 1.0 0.29
49年目 H 55 0.2741 91.3 -21 -5.8 1.0 0.28
  合　計 185 329 45 34

単純事業費計 206 45

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、

　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。

　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。

　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として

　　　評価を実施。）

注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。



道路-９-３１ 

 

 

 

様
式

－
５

便
益

の
現

在
価

値
算

定
表

事
業

名
：
国

道
2
1
0
号

 日
田

バ
イ

パ
ス

合
　

　
　

計

割
戻

率
G

D
P

走
行

時
間

短
縮

便
益

(億
円

)
走

行
経

費
減

少
便

益
(億

円
)

 事
故

減
少

便
益

(億
円

)
(億

円
)

デ
フ

レ
ー

タ
現

在
価

値
現

在
価

値
現

在
価

値
便

益
合

計
現

在
価

値

年
次

乗
用

車
類

小
型

貨
物

普
通

貨
物

全
  

車
(A

)
乗

用
車

類
小

型
貨

物
普

通
貨

物
①

　
計

①
×

(A
)

乗
用

車
類

小
型

貨
物

普
通

貨
物

②
　

計
(A

)×
②

③
③

×
(A

)
(①

～
③

)
割

引
率

4
%

供
用

開
始

年
次

H
6

1
.
0
5
0
0
9

0
.
9
8
4
8
9

0
.
9
8
4
8
9

1
.
0
2
4
4
4

1
.8

7
3
0
 

1
0
3
.6

8
.0

3
.4

3
.9

1
5

2
5

0
.3

3
0
.0

3
0
.2

2
0
.5

8
0
.9

5
0
.6

0
1
.0

1
7

2
7

1
年

目
H

7
1
.
0
4
7
7
0

0
.
9
8
4
6
5

0
.
9
8
4
6
5

1
.
0
2
3
8
6

1
.8

0
0
9
 

1
0
3
.0

8
.4

3
.4

3
.8

1
6

2
5

0
.3

5
0
.0

3
0
.2

2
0
.5

9
0
.9

4
0
.6

2
0
.9

9
1
7

2
7

2
年

目
H

8
1
.
0
4
5
5
3

0
.
9
8
4
4
1

0
.
9
8
4
4
1

1
.
0
2
3
3
0

1
.7

3
1
7
 

1
0
2
.4

8
.8

3
.3

3
.8

1
6

2
5

0
.3

6
0
.0

3
0
.2

1
0
.6

0
0
.9

3
0
.6

3
0
.9

8
1
7

2
7

3
年

目
H

9
1
.
0
4
3
5
5

0
.
9
8
4
1
7

0
.
9
8
4
1
7

1
.
0
2
2
7
7

1
.6

6
5
1
 

1
0
3
.4

9
.2

3
.3

3
.7

1
6

2
4

0
.3

8
0
.0

3
0
.2

1
0
.6

1
0
.9

0
0
.6

5
0
.9

5
1
7

2
6

4
年

目
H

1
0

1
.
0
4
1
7
3

0
.
9
8
3
9
1

0
.
9
8
3
9
1

1
.
0
2
2
2
7

1
.6

0
1
0
 

1
0
2
.8

9
.6

3
.2

3
.7

1
7

2
3

0
.4

0
0
.0

3
0
.2

1
0
.6

3
0
.8

9
0
.6

6
0
.9

4
1
8

2
5

5
年

目
H

1
1

1
.
0
1
3
2
0

0
.
9
8
8
9
1

0
.
9
8
8
9
1

1
.
0
0
5
3
3

1
.5

3
9
5
 

1
0
1
.3

1
0

3
.2

3
.6

1
7

2
3

0
.4

1
0
.0

3
0
.2

0
0
.6

4
0
.8

9
0
.6

8
0
.9

4
1
8

2
5

6
年

目
H

1
2

1
.
0
1
3
0
3

0
.
9
8
8
7
9

0
.
9
8
8
7
9

1
.
0
0
5
3
0

1
.4

8
0
2
 

9
9
.7

1
0

3
.1

3
.6

1
7

2
3

0
.4

2
0
.0

3
0
.2

0
0
.6

4
0
.8

7
0
.6

8
0
.9

2
1
8

2
5

7
年

目
H

1
3

1
.
0
1
2
8
6

0
.
9
8
8
6
6

0
.
9
8
8
6
6

1
.
0
0
5
2
7

1
.4

2
3
3
 

9
8
.4

1
0

3
.1

3
.5

1
7

2
2

0
.4

2
0
.0

3
0
.2

0
0
.6

5
0
.8

5
0
.6

8
0
.9

0
1
8

2
4

8
年

目
H

1
4

1
.
0
1
2
7
0

0
.
9
8
8
5
3

0
.
9
8
8
5
3

1
.
0
0
5
2
4

1
.3

6
8
6
 

9
6
.6

1
0

3
.1

3
.5

1
7

2
2

0
.4

3
0
.0

2
0
.2

0
0
.6

5
0
.8

4
0
.6

9
0
.8

9
1
8

2
4

9
年

目
H

1
5

1
.
0
1
2
5
4

0
.
9
8
8
4
0

0
.
9
8
8
4
0

1
.
0
0
5
2
2

1
.3

1
5
9
 

9
5
.4

1
1

3
.0

3
.5

1
7

2
1

0
.4

3
0
.0

2
0
.1

9
0
.6

5
0
.8

2
0
.6

9
0
.8

7
1
8

2
3

1
0
年

目
H

1
6

1
.
0
1
2
3
8

0
.
9
8
8
2
6

0
.
9
8
8
2
6

1
.
0
0
5
1
9

1
.2

6
5
3
 

9
4
.4

1
1

3
.0

3
.4

1
7

2
1

0
.4

4
0
.0

2
0
.1

9
0
.6

6
0
.8

0
0
.7

0
0
.8

5
1
8

2
3

1
1
年

目
H

1
7

0
.
9
9
7
6
4

0
.
9
9
2
2
6

0
.
9
9
6
7
2

0
.
9
9
6
5
2

1
.2

1
6
7
 

9
3
.2

1
1

3
.0

3
.4

1
7

2
0

0
.4

5
0
.0

2
0
.1

9
0
.6

6
0
.7

8
0
.7

0
0
.8

3
1
9

2
2

1
2
年

目
H

1
8

0
.
9
9
7
6
3

0
.
9
9
2
2
0

0
.
9
9
6
7
1

0
.
9
9
6
5
1

1
.1

6
9
9
 

9
2
.5

1
1

3
.1

3
.3

1
7

2
0

0
.7

8
0
.1

4
0
.3

2
1
.2

1
.4

0
.9

3
1
.1

2
0

2
3

1
3
年

目
H

1
9

0
.
9
9
7
6
2

0
.
9
9
2
1
4

0
.
9
9
6
7
0

0
.
9
9
6
5
0

1
.1

2
4
9
 

9
1
.7

1
1

3
.1

3
.3

1
7

2
0

0
.7

8
0
.1

3
0
.3

2
1
.2

1
.4

0
.9

3
1
.0

2
0

2
2

1
4
年

目
H

2
0

0
.
9
9
7
6
2

0
.
9
9
2
0
8

0
.
9
9
6
6
9

0
.
9
9
6
4
8

1
.0

8
1
6
 

9
1
.3

1
1

3
.1

3
.2

1
7

1
9

0
.7

7
0
.1

3
0
.3

2
1
.2

1
.3

0
.9

3
1
.0

2
0

2
1

1
5
年

目
H

2
1

0
.
9
9
7
6
1

0
.
9
9
2
0
2

0
.
9
9
6
6
8

0
.
9
9
6
4
7

1
.0

4
0
0
 

9
1
.3

1
1

3
.0

3
.2

1
7

1
8

0
.7

7
0
.1

3
0
.3

1
1
.2

1
.3

0
.9

2
0
.9

6
1
9

2
0

1
6
年

目
H

2
2

0
.
9
9
7
6
1

0
.
9
9
1
9
5

0
.
9
9
6
6
7

0
.
9
9
6
4
6

1
.0

0
0
0
 

9
1
.3

1
1

3
.0

3
.2

1
7

1
7

0
.7

7
0
.1

3
0
.3

1
1
.2

1
.2

0
.9

2
0
.9

2
1
9

1
9

1
7
年

目
H

2
3

0
.
9
9
7
6
0

0
.
9
9
1
8
9

0
.
9
9
6
6
5

0
.
9
9
6
4
5

0
.9

6
1
5
 

9
1
.3

1
1

3
.0

3
.2

1
7

1
7

0
.7

7
0
.1

3
0
.3

1
1
.2

1
.2

0
.9

2
0
.8

8
1
9

1
9

1
8
年

目
H

2
4

0
.
9
9
7
6
0

0
.
9
9
1
8
2

0
.
9
9
6
6
4

0
.
9
9
6
4
3

0
.9

2
4
6
 

9
1
.3

1
1

3
.0

3
.2

1
7

1
6

0
.7

7
0
.1

3
0
.3

1
1
.2

1
.1

0
.9

1
0
.8

5
1
9

1
8

1
9
年

目
H

2
5

0
.
9
9
7
5
9

0
.
9
9
1
7
5

0
.
9
9
6
6
3

0
.
9
9
6
4
2

0
.8

8
9
0
 

9
1
.3

1
1

2
.9

3
.2

1
7

1
5

0
.7

6
0
.1

3
0
.3

1
1
.2

1
.1

0
.9

1
0
.8

1
1
9

1
7

2
0
年

目
H

2
6

0
.
9
9
7
5
8

0
.
9
9
1
6
9

0
.
9
9
6
6
2

0
.
9
9
6
4
1

0
.8

5
4
8
 

9
1
.3

1
1

2
.9

3
.2

1
7

1
5

0
.7

6
0
.1

3
0
.3

1
1
.2

1
.0

0
.9

1
0
.7

8
1
9

1
6

2
1
年

目
H

2
7

0
.
9
9
7
5
8

0
.
9
9
1
6
2

0
.
9
9
6
6
1

0
.
9
9
6
4
0

0
.8

2
1
9
 

9
1
.3

1
1

2
.9

3
.2

1
7

1
4

0
.7

6
0
.1

3
0
.3

1
1
.2

0
.9

8
0
.9

0
0
.7

4
1
9

1
6

2
2
年

目
H

2
8

0
.
9
9
7
5
7

0
.
9
9
1
5
5

0
.
9
9
6
6
0

0
.
9
9
6
3
8

0
.7

9
0
3
 

9
1
.3

1
1

2
.9

3
.2

1
7

1
3

0
.7

6
0
.1

3
0
.3

1
1
.2

0
.9

4
0
.9

0
0
.7

1
1
9

1
5

2
3
年

目
H

2
9

0
.
9
9
7
5
7

0
.
9
9
1
4
7

0
.
9
9
6
5
9

0
.
9
9
6
3
7

0
.7

5
9
9
 

9
1
.3

1
1

2
.8

3
.1

1
7

1
3

0
.7

6
0
.1

2
0
.3

1
1
.2

0
.9

0
0
.9

0
0
.6

8
1
9

1
4

2
4
年

目
H

3
0

0
.
9
9
7
5
6

0
.
9
9
1
4
0

0
.
9
9
6
5
7

0
.
9
9
6
3
6

0
.7

3
0
7
 

9
1
.3

1
1

2
.8

3
.1

1
7

1
2

0
.7

6
0
.1

2
0
.3

1
1
.2

0
.8

6
0
.8

9
0
.6

5
1
9

1
4

2
5
年

目
H

3
1

0
.
9
9
7
5
5

0
.
9
9
1
3
3

0
.
9
9
6
5
6

0
.
9
9
6
3
4

0
.7

0
2
6
 

9
1
.3

1
1

2
.8

3
.1

1
7

1
2

0
.7

5
0
.1

2
0
.3

0
1
.2

0
.8

3
0
.8

9
0
.6

3
1
9

1
3

2
6
年

目
H

3
2

0
.
9
9
8
1
1

0
.
9
9
1
6
5

0
.
9
9
9
2
2

0
.
9
9
7
0
8

0
.6

7
5
6
 

9
1
.3

1
1

2
.8

3
.1

1
7

1
1

0
.7

5
0
.1

2
0
.3

0
1
.2

0
.7

9
0
.8

9
0
.6

0
1
9

1
3

2
7
年

目
H

3
3

0
.
9
9
8
1
0

0
.
9
9
1
5
8

0
.
9
9
9
2
2

0
.
9
9
7
0
7

0
.6

4
9
6
 

9
1
.3

1
1

2
.7

3
.1

1
7

1
1

0
.7

5
0
.1

2
0
.3

0
1
.2

0
.7

6
0
.8

9
0
.5

8
1
9

1
2

2
8
年

目
H

3
4

0
.
9
9
8
1
0

0
.
9
9
1
5
1

0
.
9
9
9
2
2

0
.
9
9
7
0
6

0
.6

2
4
6
 

9
1
.3

1
1

2
.7

3
.1

1
7

1
0

0
.7

5
0
.1

2
0
.3

0
1
.2

0
.7

3
0
.8

8
0
.5

5
1
9

1
2

2
9
年

目
H

3
5

0
.
9
9
8
1
0

0
.
9
9
1
4
4

0
.
9
9
9
2
2

0
.
9
9
7
0
5

0
.6

0
0
6
 

9
1
.3

1
1

2
.7

3
.1

1
6

9
.9

0
.7

5
0
.1

2
0
.3

0
1
.2

0
.7

0
0
.8

8
0
.5

3
1
9

1
1

3
0
年

目
H

3
6

0
.
9
9
8
0
9

0
.
9
9
1
3
6

0
.
9
9
9
2
2

0
.
9
9
7
0
4

0
.5

7
7
5
 

9
1
.3

1
1

2
.7

3
.1

1
6

9
.5

0
.7

5
0
.1

2
0
.3

0
1
.2

0
.6

7
0
.8

8
0
.5

1
1
8

1
1

3
1
年

目
H

3
7

0
.
9
9
8
0
9

0
.
9
9
1
2
9

0
.
9
9
9
2
1

0
.
9
9
7
0
4

0
.5

5
5
3
 

9
1
.3

1
1

2
.6

3
.1

1
6

9
.1

0
.7

4
0
.1

2
0
.3

0
1
.2

0
.6

5
0
.8

8
0
.4

9
1
8

1
0

3
2
年

目
H

3
8

0
.
9
9
8
0
9

0
.
9
9
1
2
1

0
.
9
9
9
2
1

0
.
9
9
7
0
3

0
.5

3
3
9
 

9
1
.3

1
1

2
.6

3
.1

1
6

8
.7

0
.7

4
0
.1

2
0
.3

0
1
.2

0
.6

2
0
.8

7
0
.4

7
1
8

9
.8

3
3
年

目
H

3
9

0
.
9
9
8
0
8

0
.
9
9
1
1
3

0
.
9
9
9
2
1

0
.
9
9
7
0
2

0
.5

1
3
4
 

9
1
.3

1
1

2
.6

3
.1

1
6

8
.4

0
.7

4
0
.1

1
0
.3

0
1
.2

0
.5

9
0
.8

7
0
.4

5
1
8

9
.4

3
4
年

目
H

4
0

0
.
9
9
8
0
8

0
.
9
9
1
0
5

0
.
9
9
9
2
1

0
.
9
9
7
0
1

0
.4

9
3
6
 

9
1
.3

1
1

2
.6

3
.1

1
6

8
.0

0
.7

4
0
.1

1
0
.3

0
1
.2

0
.5

7
0
.8

7
0
.4

3
1
8

9
.0

3
5
年

目
H

4
1

0
.
9
9
8
0
8

0
.
9
9
0
9
7

0
.
9
9
9
2
1

0
.
9
9
7
0
0

0
.4

7
4
6
 

9
1
.3

1
1

2
.6

3
.1

1
6

7
.7

0
.7

4
0
.1

1
0
.3

0
1
.2

0
.5

5
0
.8

6
0
.4

1
1
8

8
.7

3
6
年

目
H

4
2

0
.
9
9
3
3
8

0
.
9
9
3
6
0

1
.
0
0
0
7
4

0
.
9
9
4
1
9

0
.4

5
6
4
 

9
1
.3

4
.5

0
.9

9
2
.7

8
.2

3
.7

0
.3

2
0
.0

4
0
.2

5
0
.6

1
0
.2

8
0
.8

3
0
.3

8
9
.7

4
.4

3
7
年

目
H

4
3

0
.
9
9
3
3
3

0
.
9
9
3
5
6

1
.
0
0
0
7
4

0
.
9
9
4
1
6

0
.4

3
8
8
 

9
1
.3

4
.5

0
.9

8
2
.7

8
.2

3
.6

0
.3

2
0
.0

4
0
.2

5
0
.6

1
0
.2

7
0
.8

2
0
.3

6
9
.6

4
.2

3
8
年

目
H

4
4

0
.
9
9
3
2
9

0
.
9
9
3
5
2

1
.
0
0
0
7
4

0
.
9
9
4
1
2

0
.4

2
2
0
 

9
1
.3

4
.4

0
.9

8
2
.7

8
.1

3
.4

0
.3

2
0
.0

4
0
.2

5
0
.6

1
0
.2

6
0
.8

2
0
.3

4
9
.6

4
.0

3
9
年

目
H

4
5

0
.
9
9
3
2
4

0
.
9
9
3
4
8

1
.
0
0
0
7
4

0
.
9
9
4
0
9

0
.4

0
5
7
 

9
1
.3

4
.4

0
.9

7
2
.7

8
.1

3
.3

0
.3

2
0
.0

4
0
.2

5
0
.6

1
0
.2

5
0
.8

1
0
.3

3
9
.5

3
.9

4
0
年

目
H

4
6

0
.
9
9
3
2
0

0
.
9
9
3
4
3

1
.
0
0
0
7
4

0
.
9
9
4
0
6

0
.3

9
0
1
 

9
1
.3

4
.4

0
.9

6
2
.7

8
.1

3
.2

0
.3

1
0
.0

4
0
.2

5
0
.6

1
0
.2

4
0
.8

1
0
.3

2
9
.5

3
.7

4
1
年

目
H

4
7

0
.
9
9
3
1
5

0
.
9
9
3
3
9

1
.
0
0
0
7
4

0
.
9
9
4
0
2

0
.3

7
5
1
 

9
1
.3

4
.3

0
.9

6
2
.7

8
.0

3
.0

0
.3

1
0
.0

4
0
.2

5
0
.6

0
0
.2

3
0
.8

0
0
.3

0
9
.5

3
.5

4
2
年

目
H

4
8

0
.
9
9
3
1
0

0
.
9
9
3
3
5

1
.
0
0
0
7
4

0
.
9
9
3
9
8

0
.3

6
0
7
 

9
1
.3

4
.3

0
.9

5
2
.8

8
.0

2
.9

0
.3

1
0
.0

4
0
.2

5
0
.6

0
0
.2

2
0
.8

0
0
.2

9
9
.4

3
.4

4
3
年

目
H

4
9

0
.
9
9
3
0
5

0
.
9
9
3
3
0

1
.
0
0
0
7
4

0
.
9
9
3
9
5

0
.3

4
6
8
 

9
1
.3

4
.3

0
.9

4
2
.8

8
.0

2
.8

0
.3

1
0
.0

4
0
.2

5
0
.6

0
0
.2

1
0
.7

9
0
.2

8
9
.4

3
.2

4
4
年

目
H

5
0

0
.
9
9
3
0
1

0
.
9
9
3
2
6

1
.
0
0
0
7
4

0
.
9
9
3
9
1

0
.3

3
3
5
 

9
1
.3

4
.3

0
.9

4
2
.8

7
.9

2
.6

0
.3

1
0
.0

4
0
.2

5
0
.6

0
0
.2

0
0
.7

9
0
.2

6
9
.3

3
.1

4
5
年

目
H

5
1

0
.
9
9
2
9
6

0
.
9
9
3
2
1

1
.
0
0
0
7
4

0
.
9
9
3
8
7

0
.3

2
0
7
 

9
1
.3

4
.2

0
.9

3
2
.8

7
.9

2
.5

0
.3

0
0
.0

4
0
.2

5
0
.5

9
0
.1

9
0
.7

8
0
.2

5
9
.3

3
.0

4
6
年

目
H

5
2

0
.
9
9
2
9
1

0
.
9
9
3
1
6

1
.
0
0
0
7
4

0
.
9
9
3
8
4

0
.3

0
8
3
 

9
1
.3

4
.2

0
.9

2
2
.8

7
.9

2
.4

0
.3

0
0
.0

4
0
.2

5
0
.5

9
0
.1

8
0
.7

8
0
.2

4
9
.2

2
.9

4
7
年

目
H

5
3

0
.
9
9
2
8
6

0
.
9
9
3
1
2

1
.
0
0
0
7
4

0
.
9
9
3
8
0

0
.2

9
6
5
 

9
1
.3

4
.2

0
.9

2
2
.8

7
.8

2
.3

0
.3

0
0
.0

4
0
.2

5
0
.5

9
0
.1

7
0
.7

7
0
.2

3
9
.2

2
.7

4
8
年

目
H

5
4

0
.
9
9
2
8
0

0
.
9
9
3
0
7

1
.
0
0
0
7
4

0
.
9
9
3
7
6

0
.2

8
5
1
 

9
1
.3

4
.1

0
.9

1
2
.8

7
.8

2
.2

0
.3

0
0
.0

4
0
.2

5
0
.5

9
0
.1

7
0
.7

7
0
.2

2
9
.2

2
.6

4
9
年

目
H

5
5

0
.
9
9
2
7
5

0
.
9
9
3
0
2

1
.
0
0
0
7
4

0
.
9
9
3
7
2

0
.2

7
4
1
 

9
1
.3

4
.1

0
.9

1
2
.8

7
.8

2
.1

0
.3

0
0
.0

4
0
.2

5
0
.5

9
0
.1

6
0
.7

6
0
.2

1
9
.1

2
.5

合
　

計
 

4
3
7

1
1
9

1
5
8

7
1
4

6
2
9

2
7

3
.8

1
3

4
4

3
6

4
1

3
2

7
9
9

6
9
7

年
度

（
基

準
年

）

H
2
2

(北
九

州
ブ

ロ
ッ

ク
)

総
走

行
台

ｷ
ﾛ
の

年
次

別
伸

び
率


